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発表演題名 福井県におけるインフルエンザの流行（2018/2019 シーズン） 

発表学会名 平成 30 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 佐藤かおり（保健衛生部） 

開催場所 アオッサ（福井県福井市） 

発表日時 平成 31 年 3 月 8 日（金） 

発表内容 感染症発生動向調査のインフルエンザ定点あたり患者数は、2018 年

第 49 週に流行の目安となる 1.0 人に達し流行期に入った。2019 年第

1 週には 15.03 人となり注意報が、第 2 週には 41.09 人となり警報が

発令された。 

集団かぜの初発は 2018 年 12 月 17 日(第 51 週)であり、2019 年 1 月

18 日現在で 48施設、患者数 652 人、欠席者数 616 人である。 

病原体検出は、2019 年 1 月 18 日現在までに AH1pdm09 が 6 件、AH3

が 8 件検出された。AH1pdm09 分離株 6 株の血清抗体価は、抗

A/Singapore/GP1908/2015 血清（ホモ価 640）に対する HI価 2560 が 4

株、1280 が 2 株であった。分離できず臨床検体からリアルタイム PCR

により検出した検体は AH3 が 8 件であった。 

 


